
「
選
択
的
夫
婦
別
姓
制
度
導
入

を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

の
請
願
」

　

結
果 

… 

賛
成
少
数
に
よ
り
不
採
択

「
家
畜
伝
染
病
発
生
時
の
防
疫

対
応
に
つ
い
て
の
陳
情
」

（
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
発

生
し
た
場
合
の
汚
染
物
品
の
処
分
を
、

現
在
再
検
討
さ
れ
て
い
る
次
期
一
般

廃
棄
物
処
理
施
設
で
処
分
す
る
よ
う

陳
情
）

結
果 

… 

教
育
民
生
常
任
委
員
会
に

　
　
　  

て
継
続
審
査

— 議 — 会 — 報 — 告 —
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広野ゆうじの

　

令
和
７
年
９
月
定
例
会
が
９
月
４

日
か
ら
26
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
条
例
そ
の
他
11
件
、
予
算

５
件
、
認
定
７
件
、
諮
問
４
件
、
報

告
８
件
が
上
程
さ
れ
、
慎
重
審
議
の

結
果
、
原
案
通
り
可
決
・
認
定
し
ま

し
た
。
又
、
請
願
１
件
、
陳
情
２
件

が
提
出
さ
れ
、
陳
情
１
件
は
、
全
会

一
致
で
採
択
し
、
も
う
１
件
は
、
継

続
審
査
と
な
り
ま
し
た
。
請
願
１
件

は
、
賛
成
少
数
で
不
採
択
と
し
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
議
員
発
議
１
件
が
提

出
さ
れ
、
全
会
一
致
で
可
決
、
意
見
書

を
国
会
及
び
政
府
に
提
出
し
ま
し
た
。

令
和
７
年
９
月
定
例
会
開
会

令
和
７
年
９
月
定
例
会
開
会

ココ
ウウ
ノノ
トト
リリ
をを

「
市
の

「
市
の
鳥鳥
」」へへ

令
和
６
年
度
決
算
を
認
定

令
和
６
年
度
決
算
を
認
定

令和7年度9月　一般会計補正予算

321億4,918万円（補正額　　　4億5,000万円増）　
　　　　　　　　　（対前年度　29億9,682万円減）

雲南圏域廃棄物処理施設整備準備事業　594万円（補正後　738万円）
　（次期一般廃棄物処理の在り方の再検討に係る委託料））

有害鳥獣捕獲奨励事業　2,226万円（補正後　6,416万円）
　（捕獲頭羽数見込み増による報奨金の増額、緊急銃猟対応（クマ等対策）に伴う物件費）

就業環境等物価高騰対応支援事業　1,530万円（新規）
　（物価高騰の影響を受ける事業者の就業環境等改善支援）

国民スポーツ大会・全国障害者スポーツ大会事業　1,281万円（補正後　1,389万円）
　（木次艇庫をソフトボール屋内練習場へ整備）

広野ゆうじの

一 般 質 問

一般質問
アーカイブ

　
　

農
業
に
お
け
る
リ
ス
ク
は
、
猛

暑
、
渇
水
、
洪
水
、
土
砂
崩
れ
等
が

あ
り
、
鳥
獣
被
害
も
あ
る
。
ま
た
、

畜
産
で
は
、
家
畜
伝
染
病
等
が
あ
り
、

こ
れ
ら
の
危
機
管
理
に
つ
い
て
ど
う

対
応
し
、
今
後
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
く
か
伺
う
。

　
　

渇
水
対
策
に
つ
い
て
は
、
緊
急

的
に
ポ
ン
プ
、
発
電
機
の
借
り
上
げ
、

購
入
助
成
を
行
っ
た
。
カ
メ
ム
シ
対

策
に
つ
い
て
は
、
告
知
放
送
に
よ
る

啓
発
を
行
っ
た
。
稲
の
高
温
耐
性
品

種
の
選
定
に
つ
い
て
は
、
試
験
中
で
、

米
の
市
場
の
状
況
を
踏
ま
え
な
が
ら
、

ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
か
検
討
中
。

鳥
獣
被
害
に
つ
い
て
、
イ
ノ
シ
シ
は
、

問答

農
業
に
お
け
る

　
危
機
管
理
に
つ
い
て

質 問
1

　

今
定
例
会
の
市
長
の
施
政
方
針
に

お
い
て
、
市
の
シ
ン
ボ
ル
的
な
存
在

に
な
っ
て
い
る
「
コ
ウ
ノ
ト
リ
」
を

「
市
の
鳥
」
に
指
定
す
る
た
め
の
準
備

を
始
め
る
と
の
方
針
が
示
さ
れ
ま
し

た
。
市
の
花
で
あ
る
「
桜
」、
市
の
木

で
あ
る
「
イ
チ
ョ
ウ
」
に
続
い
て
の

指
定
の
方
向
性
で
あ
り
、
大
変
喜
ば

し
い
こ
と
と
思
い
ま
す
。「
幸
せ
を
呼

ぶ
コ
ウ
ノ
ト
リ
」
い
わ
れ
て
い
る
通

り
、「
え
す
こ
な
雲
南
市
」「
幸
せ
な

雲
南
市
」
を
目
指
し
、
様
々
な
課
題

の
克
服
も
あ
る
か

と
思
い
ま
す
が
、

民
間
の
活
力
も
十

分
利
用
し
て
、
推

進
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と

思
い
ま
す
。

第4号
2025年

10月20日発行

「
木
次
方
面
隊
西
日
登
分
団
の
集

約
型
格
納
庫
整
備
に
つ
い
て
の
陳
情
」

（
被
災
し
た
設
備
で
、
消
防
団
活
動
し

て
い
る
部
も
あ
り
、
早
急
に
集
約
型
格

納
庫
が
必
要
）

　

結
果 

… 

全
会
一
致
で
採
択

「
選
択
的
夫
婦
別
姓
制
度
の

議
論
の
促
進
を
求
め
る
意
見
書
」

　

結
果 

… 

全
会
一
致
で
可
決

こ
れ
ま
で
の
対
策
を
継
続
、
サ
ル
は
、

Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
器
に
よ
る
行
動
域
の
把
握

と
効
果
的
な
捕
獲
、
集
落
ぐ
る
み
の

追
い
払
い
等
の
取
り
組
み
を
強
化
す

る
。
シ
カ
は
、
１
市
２
町
で
広
域
的

な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
。
サ
ギ

は
、
専
門
家
を
交
え
て
駆
除
方
法
等

に
つ
い
て
検
討
を
行
う
。
高
病
原
性

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
つ
い
て
は
、

各
養
鶏
農
家
は
適
切
な
防
疫
対
策
を

講
じ
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
が
、

消
石
灰
の
配
布
や
注
意
喚
起
の
連
絡

等
行
っ
て
い
る
。

今
後
も
、
養
鶏
農

家
の
実
情
を
把
握

し
、
万
が
一
発
生

し
た
場
合
の
処
分

方
法
も
含
め
て
検

討
す
る
。

（
尾
原
ダ
ム
：
渇
水
期
に
広
範
囲
の
農

業
用
水
等
に
貢
献
し
た
）

　
　

島
根
県
の
最
低
賃
金
は
、
昨
年

よ
り
71
円
上
乗
せ
さ
れ
、1,033

円
と

な
っ
た
。
こ
れ
ま
で
の
支
援
策
の
効
果

と
、
今
後
、
全
国
平
均1,500

円
と
な

る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
中
、
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
伺
う
。

　
　

中
小
企
業
者
等
物
価
高
騰
対
応

支
援
事
業
に
よ
り
、
約
80
％
を
超
え

た
予
算
執
行
率
と
な
っ
て
お
り
、
一

定
の
効
果
が
生
じ
て
い
る
と
認
識
し

て
い
る
。
補
正
予
算
で
は
、
就
業
環

境
の
改
善
に
向
け
た
支
援
を
上
程
し

て
お
り
、
国
、
県
の
支
援
策
の
周
知

や
関
係
機
関
と
連
携
し
た
取
り
組
み

を
行
う
。
賃
金
上
昇
に
対
す
る
中
小

問答

最
低
賃
金
の

　
上
昇
に
つ
い
て

質 問
2

 
請
願
１
件
、
陳
情
２
件
、 

 
議
員
発
議
１
件
提
出 

請
願

陳
情

陳
情

議
員
発
議

主な予算



◎
２
０
２
５
年
７
月
１
日

　

島
根
原
子
力
発
電
所
視
察

　

島
根
原
子
力
発
電
所
敷
地
及
び
、

建
屋
の
内
部
を
視
察
し
ま
し
た
。
エ

ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
在
り
方
、
安
全
面

の
確
認
、
雲
南
市
の
か
か
わ
り
方
等

勉
強
し
ま
し
た
。
原
子
炉
を
見
た
時
、

意
外
と
コ
ン
パ
ク
ト
と
感
じ
ま
し
た
。

◎
２
０
２
５
年
７
月
７
日
～
９
日

　

新
潟
県
三
条
市
視
察

　

伝
統
の
技
と
先
端
技

術
が
調
和
す
る
金
属
産

業
都
市
の
視
察
を
し
ま

し
た
。
冬
は
、
雪
深
い

地
域
の
中
で
、
し
っ
か

り
と
地
場
産
業
が
引
き

企
業
へ
の
支
援
策

は
、
ま
ず
は
国
が

考
え
る
べ
き
も
の

で
あ
る
が
、今
後
、

支
援
が
な
く
て
も

で
き
る
環
境
を
ど

う
作
る
か
は
、
国
、
県
に
対
し
て
し
っ

か
り
声
を
上
げ
て
い
く
。

　
　

市
長
は
、
学
校
の
在
り
方
に
つ

い
て
、
地
域
の
拠
点
、
少
人
数
教
育

の
利
点
、
交
付
税
メ
リ
ッ
ト
等
を
述

べ
ら
れ
、
積
極
的
に
統
合
す
る
こ
と

を
否
定
し
て
お
ら
れ
る
。
将
来
の
世

界
を
担
っ
て
ゆ
く
子
供
た
ち
を
育
て

る
教
育
の
在
り
方
、
無
限
の
可
能
性

を
引
き
出
す
教
育
は
、
あ
る
程
度
以

上
の
集
団
で
の
教
育
が
必
要
と
考
え

る
が
、
市
の
見
解
を
伺
う
。
ま
た
、

設
備
面
に
お
け
る
学
校
の
魅
力
化
を

ど
う
考
え
ら
れ
る
か
伺
う
。

　
　

義
務
教
育
は
、
優
秀
な
子
供
を

さ
ら
に
伸
ば
す
よ
り
も
、
学
習
が
苦

手
な
子
供
を
含
め
、
す
べ
て
の
子
供

に
一
定
水
準
の
学
力
を
身
に
着
け
さ

せ
、
人
生
の
土
台
を
作
る
こ
と
が
重

要
と
考
え
る
。
地
域
や
保
護
者
の
意

見
を
尊
重
し
な
が
ら
、
地
域
と
共
に

あ
る
学
校
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
。

少
人
数
と
多
人
数
教
育
に
よ
る
学
力

差
は
な
い
も
の
と

認
識
し
て
お
り
、

む
し
ろ
、
メ
デ
ィ

ア
接
触
時
間
と
の

相
関
関
係
は
出
て

い
る
が
、
確
か
で

は
な
い
。
今
後
、

問答

編
集
後
記

研
究
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

学
校
の
施
設
は
、
児
童
生
徒
の
学
習
・

生
活
の
場
と
し
て
、
ま
た
、
教
職
員

の
働
く
場
と
し
て
重
要
で
、
多
様
な

学
び
方
に
対
応
す
る
環
境
を
整
備
し
、

学
校
の
魅
力
化
に
つ
な
げ
て
い
く
。

猛
暑
に
対
す
る
対
応
は
、
普
通
教
室

に
エ
ア
コ
ン
を
設
置
し
適
切
に
稼
働

し
て
い
る
が
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
故
障

が
あ
り
、
修
理
し
て
い
る
。
体
育
館

の
エ
ア
コ
ン
は
、
そ
の
目
的
、
手
法
、

コ
ス
ト
を
十
分
検
討
し
た
上
で
、
方

針
を
考
え
る
。
製
氷
機
の
利
用
は
、

現
在
、
保
健
室
で
利
用
し
て
い
る
。

（
体
育
館
で
直
ぐ
冷
や
せ
る
対
応
の
た

め
に
、
製
氷
機
の
設
置
を
要
望
し
ま

し
た
。）

　
　

本
年
５
月
に
次
期
一
般
廃
棄
物

処
理
に
つ
い
て
、
財
政
上
の
理
由
か

ら
、
再
検
討
す
る
こ
と
を
表
明
さ
れ

た
。
一
般
廃
棄
物
の
処
理
は
、
最
終

処
分
が
終
了
す
る
ま
で
適
正
な
処
理

を
市
の
責
任
に
お
い
て
確
保
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
毎

年
繰
り
返
さ
れ
る
災
害
ご
み
の
対
応

や
、
民
間
委
託
し
た
場
合
の
、
火
災
、

災
害
、
業
務
停
止
、
倒
産
等
の
リ
ス

ク
に
対
応
し
た
対
策
が
必
要
と
考
え

る
が
、
市
の
見
解
を
伺
う
。

　
　

災
害
廃
棄
物
に
つ
い
て
は
、
そ

の
規
模
等
に
よ
り
、
処
理
が
困
難
に

な
っ
た
場
合
は
、
県
及
び
県
内
市
町

村
で
締
結
し
て
い
る
相
互
応
援
協
定

に
基
づ
き
応
援
要
請
や
民
間
業
者
へ

の
処
理
委
託
を
想
定
し
て
い
る
。
今

後
、
広
域
的
な
連
携
を
検
討
す
る
。

問答

民
間
委
託
し
た
場
合
の
リ
ス
ク
は
、

倒
産
以
外
は
自
前
施
設
で
も
一
緒
で

あ
り
、
有
事
の
体
制
を
構
築
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。
将
来
に

わ
た
っ
て
、
安
定
的
、
継
続
的
に
ご

み
処
理
が
実
施
で
き
る
こ
と
は
重
要

な
視
点
で
あ
り
、
そ
の
視
点
を
持
ち

な
が
ら
再
検
討
を
行
う
。

（
リ
ス
ク
分
散
と
い
う
意
味
か
ら
も
、

自
前
で
処
理
施
設
を
持
つ
べ
き
だ
と

思
う
。）

※
（　

）
内
は
、
私
の
意
見
を
述
べ

た
も
の
で
す
。

継
が
れ
て
お
り
、
行
政
が
し
っ
か
り

支
え
る
体
制
が
で
き
て
い
ま
す
。
雲

南
市
の
参
考
に
な
る
こ
と
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
し
た
。

　

新
潟
県
上
越
市
視
察

　

大
規
模
水
田
農
業
・
ス
マ
ー
ト
農

業
に
関
す
る
視
察
を
し
ま
し
た
。
大

規
模
農
業
に
も
、
様
々
な
課
題
が
あ

り
、
中
山
間
地
農
業
で
も
、
一
定
以

上
の
集
約
化
と
ス
マ
ー
ト
農
業
の
導

入
、
地
域
の
創
意
工
夫
等
で
、
上
越

市
に
負
け
な
い
農
業
が
で
き
る
の
で

は
な
い
か
と
感
じ
ま
し
た
。

　

富
山
県
射
水
市
視
察

　

空
き
家
対
策
と
ま
ち
づ
く
り
に
つ

い
て
視
察
し
ま
し
た
。
空
き
家
対
策

に
は
、
ま
ず
、「
予
防
対
策
」
に
力
を

入
れ
て
お
ら
れ
、
空
き
家
に
対
す
る

対
応
は
、
不
審
者
の
侵
入
や
衛
生
問

題
等
に
加
え
、
防
災
面
も
考
え
た
対

応
が
必
要
、
又
、
住
民
が
納
得
で
き

る
対
応
が
必
要
と
感
じ
ま
し
た
。

◎
２
０
２
５
年
８
月
18
日

　

道
の
駅
　
掛
合
の
里

　

雲
南
市
の
道
の
駅
は
４
か
所
あ
り
、

ど
こ
も
、
様
々
な
課
題
を
抱
え
運
営

さ
れ
て
い
ま
す
。
交
流
人
口
、
関
係

人
口
、
そ
し
て
、
地
域
の
拠
点
と
し

て
の
道
の
駅
の
在
り
方
を
考
え
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
ま
し

た
。

　

雲
南
市
掛
合
酒
造
資
料
館

　

日
本
酒
発
祥
の
地
と
も
い
わ
れ
る

雲
南
地
域
の
大
切
な
資
料
館
で
す
。

現
在
、
㈱
田
部
竹
下
酒
造
が
、
独
占

的
な
使
用
を
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
産

業
観
光
資
源
と
し
て
、
民
間
の
活
力

を
生
か
し
な
が
ら
発
展
さ
せ
て
い
き

た
い
も
の
で
す
。

　

10
月
に
入
り
、
や
っ
と
朝
晩

が
涼
し
く
な
り
ま
し
た
。
７
月

か
ら
８
月
は
、
市
政
懇
談
会
４

か
所
、
雲
南
市
内
の
夏
祭
り
６

～
７
か
所
に
お
伺
い
し
、
市

内
全
体
の
市
民
の
皆
様
の
雰
囲

気
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
令
和
７
年
９
月
定
例
会

は
、
決
算
の
認
定
が
中
心
の
議

会
で
、
令
和
６
年
度
の
本
会
計

や
、
特
別
会
計
、
病
院
等
の
事

業
会
計
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
財
政
指
標
の
１
つ
で
あ

る
実
質
公
債
費
比
率
は
、
単
年

度
で
10
・
２
％
、
３
年
平
均
で
、

11
・
１
％
と
前
年
よ
り
改
善
し

て
お
り
ま
す
。
こ
れ
も
市
民
の

皆
様
の
ご
理
解
と
執
行
部
を
始

め
と
し
た
職
員
の
皆
様
の
ご
努

力
の
成
果
と
思
っ
て
お
り
ま
す

が
、
今
後
、
学
校
の
改
築
、
交

流
セ
ン
タ
ー
の
改
築
等
大
型
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
計
画
さ
れ
て
お

り
、
近
い
将
来
市
債
発
行
に
協

議
が
必
要
と
な
る
18
％
を
超
え

る
推
計
も
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

健
全
な
財
政
運
営
が
な
さ
れ

る
よ
う
、
議
会
と
し
て
も
し
っ

か
り
と
注
視
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

10
月
に
は
、
総
理
大
臣
も
変

わ
り
、
国
の
施
策
の
動
向
を
よ

く
見
な
が
ら
、
常
に
柔
軟
に
雲

南
市
の
施
策
の
改
善
を
促
し
、

今
後
も
、「
え
す
こ
な
雲
南
市
」

「
幸
せ
な
雲
南
」
が
継
続
で
き
る

よ
う
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

廣
野
祐
二

学
校
の

　
在
り
方
に
つ
い
て

質 問
3

次
期
一
般
廃
棄
物

　
　
　
処
理
に
つ
い
て

質 問
4

木次中学校

雲南エネルギーセンター

仁多可燃物処理場

ス
マ
ー
ト
農
業
、

　

道
の
駅
な
ど
視
察


